
東北農業研究　第8　号　　　　　　　　　　　　　　103

湛水直播栽培における土寄せの程度と

倒伏防止効果

青田　善書・遠藤　武男・高橋鴻七郎

（東北農試・盛岡試験地）

1ま　え　か　き

湛水直播栽培における培土効果については，今まで多

くの試験がなされ．顕著な倒伏防止効果が確認されてき

た。しかし，これらの試験はいずれも湛水直播稲の生育

を移植稲のそれに近づける目的で行われたので培土量も

多く，労力的な面で普及上の問題点があった。

我々は湛水直播栽培の培土を倒伏防止の面からだけみ

れば，より省力化する方法があるのではないかとの考え

から，培土の時期と量について再検討したので，その結

果の概要を報告する。

2　試　験　方　法

トワダを供試し，5月12日に30ぐ砿×9C郡（37株／謡）

に播種して1株5本立てとした。培土の時期は3薬期（

6月6日）と5薬期（6月19日）の2時期，培土の量は

高さとして1・2及び3服の3段階にした。その処理法

は．株の両側にそれぞれの高さの板を立て，それに土を

盛って所定の高さとした。

倒伏に関与する形質の調査としては9月7日の時期に

地上部支持九挫折重．挫折部位の稗径，梓基重等の判

定を行なった。

地上部支持力の測定は第1図に示すように稲株に添木

を当て，その上端に結んだ糸を滑車を通じて垂らし．こ

れに分銅受皿を結び，この受皿に稲株が45度に傾斜する

まで散弾を入れ，その重さを測ったものである。

また，成熟期の抜項株について稗長・穂長・1枚穂

数・節間長・穂重・梓重等の調査を行なった0

3　試験結果及び考察

培土処理の稲の生育に及ぼす影響を第1表に示した

が，草丈は培土直後から若干の伸長を示し，分けつの発

生は初期に抑制ぎみとなり少ないが，生育が進むにつれ

てその差は殆んとなくなる。一方．根数も茎数と同様に

生育後期に明らかに増加する。これらの傾向は草丈・茎

第1図　地上部支持力測定法

第1表　生　育　調　査

注．茎数及び根数は首立1本当りの量である○

数では処理時期及び量の差はあまり大きくない0しかし，

枚数は3菓期では量の差は少ないが．5菜期ではle紀で

少なく，2・3e孤で差が大きくなる。
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この枚数の差が次の第2表に示す倒伏形質と大きな関

連をもつもののようで，棍数の増加した処理区はいずれ

も倒伏し難い形質を示している。

第2表　倒伏形質調査

注．地上部支持力は株当りで他は株の上位3本につい

て調査した。

倒伏に最も関係ある地上部支持力の測定結果をみる

と，支持力は培土によって著しく増加し，わずか1cmの

培土でも2～3倍も強くなっている。

また，培土時期では早期培土によりやや強くなる傾向

を示す。この差は主として前述の枚数の多少や，板張り

の分布及び培土の加重によって表現される形質と考えら

れる。しかし，1～3C郡の培土の範閲では培土量の多少

による差はあまり大きくないので，根の問題に起因され

ることが大きいものと思われる。

さらに下位6．5C耽部位の挫折重も培土によって増加し

ており，挫折部位の程径もやや増加することを示す。こ

れらも培土による棍数の増加を通じて生じた形質と考え

られる。したがって倒伏指数も小さくなる傾向にある。

一方，圃場における倒伏は無培土区で3程度の倒伏を

みているが，培土区のそれは1程度に止っている。これ

からみても湛水直播栽培においてはう～5敷朋は1m程

度のわずかな培土でも倒伏に対しては大きな効果をもつ

ことが実証された。

また，第3表には抜取株の調査結果を示したが，1株

穂数に対する影響は少なく，稗長に対しては後期培土で

伸長する傾向を示す。しかし穂長は両培土時期とも長く

なっており，上位1～2節間もまた培土によって明らか

な伸長傾向を示す。さらに1梓重，1穂重も増加してい

るのがみられる。

このようにわずか1～jc潤程度の培土であっても明ら

かに耐倒伏性の形質を示すはかりでなく，収量的にもプ

ラスの傾向を示すことが明らかにされた。

第3裏　技　東　棟　調　査

注． 1株穂数以外は株の上位3本について調査した。

4　む　　す　　ぴ

湛水直播稲がもつ倒伏し易い特性は湛水直播栽培にお

ける収量不安定性の大きな要因をなすとともに，収量増

を期待する場合の陰路となっている。この倒伏し易い特

性は移植稲に較べて地上部を支える方法がことなってい

ることに大きな要因をもとめることが出来る。

本試験において．地上部支持力は3～5棄期における

lc帯の培土でも無処理に較べて2～3倍近く強くなり，

時期的には早期培土でやや強くなる傾向を示した。また

，培土により挫折重，下部梓重が増加し倒伏括数として

も耐倒伏性の形質を示す。これらは根数の増加及び分布

等に起因するところが大きいように思われる。

以上のようにわずかな培土量でも倒伏の面では大きな

効果がみられるので，この程度の培土の省力技術につい

て検討し，これを湛水直播栽培体系に組入れることがそ

の不安定性を除去し，収量確保の面からも重要なことと

考える。


